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The purpose of this study is reveals urban structure of Osaka from sacred water sites. 
Urban development of Osaka is carried out by Hideyoshi Toyotomi which is closely tied with water or 
praying for water. In fact, there was certain urban planning related to topography and geology around Edo era. 
This planning was based on ancient sacred water sites. In addition, Hideyoshi Toyotomi shaped new city with  
sacred water sites as an axis. 
So, first I analyze genealogy of god in sacred water sites in Osaka. Then I pile up layers which made from 
this result, topography or geology on Hideyoshi’s urban planning in Osaka. 
Finally, from the new point of view, I interpret urban structure of Osaka. 
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１． はじめに 
 古来より大坂では、その時代の為政者により水ある所
に都は築かれ、恵みをもたらす水自体が、祈り・信仰の
対象へとなっていた。そうして都市建設と一体となって
つくられる水の聖地は、古代都市と大きな関係を持ち、
都市の中心・そして都市領域を示す周縁に置かれてきた。
大坂城築城後、豊臣秀吉により行われた、上町台地を中
心とした大規模な都市整備には、地形地質や、水系と結
びついた都市空間がたしかに存在していた。それは、古
代よりの水の聖地を継承しながら、新たな都市を形づく
っていくような計画であった。 
 本研究の目的は、時の為政者が創建・保護などをして
関わった水の聖地を読み込むことで、江戸前後の大坂の
都市空間の把握、そして都市の環境領域を設定し、地形
地質や水系などの自然との結びつきの中で生み出された、
大坂の都市空間を明らかにすることである。水の聖地に
祀られる神の系譜を分析し、さらに都市開発時に一体と
なって整備される水の聖地を、その置かれる土地の地形
地質的な観点からの分析を行うことで、新たな視点から
都市の空間の構造を紐解いていく。 
 
２． 大坂の地形地質と水 
（１）大坂に城が構えられた地理的要因 
上町台地は三方を水系に囲まれた、天然の要塞であっ
た。北と東の二方を二重の河川が護りを固め、西は海と
なれば、敵からは攻め込まれ難いことが分かる。 
 （２）水都大阪の水事情 湧水と井戸 
 上町台地の地層は、上層部を砂層、その下に粘土層が
分布するという構成になっており、上台地上では名水の
湧く井戸が多くあった。湧水の湧く場所も多くあり、秀
吉は飲み水の確保について、都市計画のなかで地形地質
を巧みに読み込んでいた。湧き出る水は、時代を越えて
信仰の対象となっていく。 
 
３．豊臣秀吉による都市開発と水の聖地 
（１） 大坂城内の聖地 
大坂城内惣構内、三の丸には、古来よりの水の聖地で
ある玉造稲荷神社が鎮座する。上町台地の東崖に位置し
ており、境内端には白龍池という霊水があり、境内社の
厳島神社とされている。池の中央には市杵嶋姫神（いち
きしまひめのみこと）と共に、白蛇と龍の像が祀られて
いる。 
（２）上町台地の都市計画と水の聖地 
 a) 生玉明神の蓮池弁財天 
 生玉明神は大坂の総鎮守の社で、豊臣期だけでなく徳
川期をも通して大阪城の鎮守とされた。歴史のある生玉
社を蓮池のある現在地に遷座させ、同時に水の神を勧請
して、さらに生玉明神の強化・整備を図り、大坂の都市
神とした。その周辺に城下町計画を展開していく秀吉の
政策は、生田明神を都市の輪郭を形づくる上での核と見
なしているといえる。古代の聖地を保護しながら、新た
な都市の骨格としているのである。 
b) 四天王寺と亀井の水 
 四天王寺は上町台地の南方に位置しており、秀吉はこ
の四天王寺までの台地上の平地を、城下計画の範囲とし
ていたと考えられる。この地には、亀井の水という、聖
徳太子の時代から伝えられる霊水が、今なお湧き出して
おり、天王寺七名水の一つに数えられている。水を得る
ことに苦労した大坂では、この上町台地の湧水群は大変
貴重なものであった。亀井の水は境内の下ノ池まで続い
ており、下ノ池には、水の神である大弁財天が池の中央
に祀られている。 
c) 増井の清水 
 亀井の水と同じく、天王寺七名水の一つである。  
現在は私有地となっているが、辯財天と側面に書かれた
石碑、蓋をしてある井戸、水が湧き出ていたと考えられ
る岩場がみられる。聖地化されたこの湧水地は、かつて
の町人地に隣接しており、岩場の地形の高低差が、上下
二段の水汲み場を形成し、武士が上段、町人が下段で水
を汲むという、身分のヒエラルキーに反映されている。 
 
４．徳川時代以降のおける都市開発と水の聖地 
（１）水の聖地の継承と湿地帯に形成される賑わいの
場・信仰の場 
徳川期には、徳川家の都市計画が開始するが、水の聖
地は継承されていく。水の聖地は祭事が有名になり、名
所化されていく。船場の御霊神社はさらなる賑わいを見
せる。信仰から祭儀へ、そして祭儀の中でも天神祭での
船渡御は、水への精神性を表す最たるものであろう。 
湿地帯であり、不安定な土地であった船場には、遊里・
遊郭・芝居小屋や見世物が広がり、賑わいの場として名
所化していく。 
（２）市場化と町人により受け継がれる水の聖地 
 天満地域には大阪天満宮が古来より鎮座しており、水
との関わりが古来より深い。水運の要所であることから、
市場も天満に位置しており、天満青物市場は江戸時代屈
指の名所へと発展する。現在の「江戸堀辨財天」は阿波
洲本藩より稲田九郎兵衞によって蔵屋敷建設の際、阿波
洲本の厳島神社から勧請された。そしてこの辨財天は、
大坂三大市場と言われた雑魚場市場に関わる人々に厚く
信仰され、その後現在に至るまで、地域の人々によって
信仰され続けている。 
 為政者によるトップダウン的な水の神の勧請から地域
の住人や漁業関係者という、一般町人たちによるボトム
アップ的な水の神への奉祀がみられ、現代まで継続され
ている。 
 
５．結論 
水を制するものは都市を制するというほど、古代より
水は権力の象徴であり、国として自分の都市の範囲を示
す地点や都市における重要な場所に水の聖地はつくられ
てきた。秀吉においても湧水地を選定し、かつその場所
に古来・中世よりの歴史的コンテクストを持った聖地を
遷座させていった。秀吉は古代の聖地を拠り所として城
下計画を進めたと言える。ただ湧水地に置くだけではな
く、置く聖地自体も歴史のあるものであり、中世・古代
よりの聖地を遷座させるか、もともと中世・古代から水
の聖地として重要であったものを再建・社領寄進などを
行い、再聖地化して強化を図るかの２つのパターンに分
類できる。徳川期になると、さらに賑わいを増し、祝祭
がはじまり、名所化された。豊臣期には、ほとんど為政
者によって作られた都市であったが、徳川期になると、
都が江戸に移ることもあって、町人や商人が都市に深く
関わりはじめた。豊臣期のトップダウン、徳川期以降の
町人・商人たちによるボトムアップの両方の要素を併せ
持つのが大坂の都市であり、時代の中で水の聖地の民衆
化は進んでいく。 
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図１ 上町台地における水の聖地分布図 
